
























(別添)様式第７号（第11条関係）

　①達成項目（複数選択可）

（ ）

　②達成内容

　※介護ロボット導入により達成すべき目標（３年間目処）がどの程度達成できたのかについて、数値指標を用いて記載すること。

　※日々の利用状況等が確認できる日誌等を活用して、具体的に記載すること。

R5年2月21日 1台

株式会社中部サンケアネット

介護ロボット導入効果報告書

事業主体名（法人名等） 介護サービス事業所名 介護サービスの種別

住 所

代表取締役　津嘉山洋平

沖縄県沖縄市古謝三丁目12番20号

株式会社中部サンケアネット

（　１年目　　２年目　　３年目　　最終　）

　　　令和4年度に導入した介護ロボットについて、導入効果を報告します。

令和 5年 4月 27日

Hug

【目標の達成状況】

ＨＵＧを使用し移乗介助することで介護職員の身体的負担が100％改善された。移乗介助への心理的
不安は90％改善された（ＨＵＧの操作方法に慣れていない従業員がいる）。介護時間の短縮は81％
改善された（移乗動作が得意な従業員は、ＨＵＧ使用しない方が早いと感じている）。男性職員が
移乗介助から外れ他業務に費やす時間が増えた為、全体的な業務が効率化されている。※対象介護
職員１１名ヘアンケートとヒアリング実施。

沖縄県知事　　　　　　　様

代 表 者 職 氏 名

事 業 主 体 名

導入時期 導入台(セット)数 購入日 リース・レンタルの契約期間

年　　月　　日から
年　　月　　日まで

デイサービスセンター美浦 通所介護

介護ロボットの種別 介護ロボットの製品名

R5年2月21日

移乗ロボット

【介護ロボットの不都合な点の課題】

機械が大きいため、保管場所をとってしまう。

【介護ロボットの使用状況（使用する業務・使用頻度等）】

対象利用者３名へ１人当たり１日４～６回程使用（排泄時の車イス⇔便器への移乗介助、入浴時の
車イス⇔シャワーチェアへの移乗、午睡時の車イス⇔ベットへの移乗）。

【介護ロボットの導入効果（使用する業務・使用頻度等）】

男性職員が移乗業務に費やす時間が減ったため、他業務へ回り業務の効率化及び業務偏りへの不平
不満が減った。職員の身体的負担が減った為、腰痛を訴える職員が減った。移乗時の剥離事故が０
件となっている。利用者の心理手的負担が減り、「これは良いね、自分で立っているみたい」との
評価を受けた。

　※介護時間の短縮、直接・間接負担の軽減効果、介護従事者（利用者）の満足度等、日々の利用状況が確認できる日誌等の活用や定点観測情報に基づいて具
体的に記載すること。

　※介護ロボットの機能に関すること、使い勝手に関することなど具体的に記載すること。

介護時間の短縮 業務の効率化

その他

身体的負担の軽減 心理的負担の軽減



※1年目の提出時には下記も作成してください

【介護ロボット使用状況の写真】
　※実際にベッドや居室に整備した写真、介護ロボットの使用状況の写真を添付。ホームページに掲載しますのでプライバシーの保護に十分配慮してください。

【介護ロボット本体の写真】
　※介護ロボットの形状がわかる写真を添付、行の大きさは変更して構いません



(別添)様式第７号（第11条関係）

　①達成項目（複数選択可）

（ ）

　②達成内容

　※介護ロボット導入により達成すべき目標（３年間目処）がどの程度達成できたのかについて、数値指標を用いて記載すること。

　※日々の利用状況等が確認できる日誌等を活用して、具体的に記載すること。

令和5年　2月　22日 2台

社会福祉法人　麗峰会

介護ロボット導入効果報告書

事業主体名（法人名等） 介護サービス事業所名 介護サービスの種別

住 所

理事長　　中真　靖

那覇市辻2-27-1

社会福祉法人　麗峰会

（　１年目　　２年目　　３年目　　最終　）

　　　令和　４　年度に導入した介護ロボットについて、導入効果を報告します。

令和　5年　4月　28日

移乗サポートロボットHug T1-02

【目標の達成状況】

導入した移乗介護ロボットは、立位や移乗などの介助の際に、転倒リスクのある利用者に使用。
導入1ヵ月後アンケート結果より、当該介護ロボットを使用している職員6名にアンケートを実施し
た結果、ほぼ全職員が身体的および心理的負担の軽減とともに、業務効率化の実感があると回答。

沖縄県知事　　　　　　　様

代 表 者 職 氏 名

事 業 主 体 名

導入時期 導入台(セット)数 購入日 リース・レンタルの契約期間

年　　月　　日から
年　　月　　日まで

特別養護老人ホームつじまち 介護老人福祉施設

介護ロボットの種別 介護ロボットの製品名

令和5年　2月　22日

移乗介護

【介護ロボットの不都合な点の課題】

・介護ロボットの使用方法の指導を細かく行う必要がある。
・使用する利用者個別に介護ロボットの設定を変える、調整する必要がある。（座高、膝の位置な
ど）

【介護ロボットの使用状況（使用する業務・使用頻度等）】

導入した移乗介護ロボットは、立位や移乗などの介助の際に、転倒リスクのある利用者に使用。
現在は使用する利用者を限定し、当該１ユニット職員（６名）の使用に限定しているため、今後は
使用方法等レクチャーしながら他７ユニット職員（36名）も使用できるようにする。

【介護ロボットの導入効果（使用する業務・使用頻度等）】

ほぼ全職員が身体的および心理的負担の軽減とともに、業務効率化の実感があると回答。
（職員の回答一部）
・介助時の身体的負担が減った。
・腰痛が無くなっている。
・職員２名体制での移乗介助が必要な方が、１名で楽に介助できているので業務改善に繋がってい
る。

　※介護時間の短縮、直接・間接負担の軽減効果、介護従事者（利用者）の満足度等、日々の利用状況が確認できる日誌等の活用や定点観測情報に基づいて具
体的に記載すること。

　※介護ロボットの機能に関すること、使い勝手に関することなど具体的に記載すること。

介護時間の短縮 業務の効率化

その他

身体的負担の軽減 心理的負担の軽減



※1年目の提出時には下記も作成してください

【介護ロボット使用状況の写真】
　※実際にベッドや居室に整備した写真、介護ロボットの使用状況の写真を添付。ホームページに掲載しますのでプライバシーの保護に十分配慮してください。

【介護ロボット本体の写真】
　※介護ロボットの形状がわかる写真を添付、行の大きさは変更して構いません



(別添)様式第７号（第11条関係）

　①達成項目（複数選択可）

（ ）

　②達成内容

　※介護ロボット導入により達成すべき目標（３年間目処）がどの程度達成できたのかについて、数値指標を用いて記載すること。

　※日々の利用状況等が確認できる日誌等を活用して、具体的に記載すること。

令和5年　2月　21日 1台

社会福祉法人　麗峰会

介護ロボット導入効果報告書

事業主体名（法人名等） 介護サービス事業所名 介護サービスの種別

住 所

理事長　　中真　靖

那覇市辻2-27-1

社会福祉法人　麗峰会

（　１年目　　２年目　　３年目　　最終　）

　　　令和　４　年度に導入した介護ロボットについて、導入効果を報告します。

令和　5年　4月　28日

移乗サポートロボットHug T1-02

【目標の達成状況】

導入した移乗介護ロボットは、立位や移乗などの介助の際に、転倒リスクのある利用者に使用。
導入1ヵ月後アンケート結果より、当該介護ロボットを使用している職員4名にアンケートを実施し
た結果、ほぼ全職員が身体的および心理的負担の軽減とともに、業務効率化の実感があると回答。

沖縄県知事　　　　　　　様

代 表 者 職 氏 名

事 業 主 体 名

導入時期 導入台(セット)数 購入日 リース・レンタルの契約期間

年　　月　　日から
年　　月　　日まで

特別養護老人ホームいえしま 介護老人福祉施設

介護ロボットの種別 介護ロボットの製品名

令和5年　2月　21日

移乗介護

【介護ロボットの不都合な点の課題】

・介護ロボットの使用方法の指導を細かく行う必要がある。
・使用する利用者個別に介護ロボットの設定を変える、調整する必要がある。（座高、膝の位置な
ど）

【介護ロボットの使用状況（使用する業務・使用頻度等）】

導入した移乗介護ロボットは、立位や移乗などの介助の際に、転倒リスクのある利用者に使用。
現在は使用する利用者を限定し、介護職員（4名）の使用に限定しているため、今後は使用方法等レ
クチャーしながら他介護職員（15名）も使用できるようにする。

【介護ロボットの導入効果（使用する業務・使用頻度等）】

ほぼ全職員が身体的および心理的負担の軽減とともに、業務効率化の実感があると回答。
（職員の回答一部）
・介助時の身体的負担が減った。
・腰痛が無くなっている。
・職員２名体制での移乗介助が必要な方が、１名で楽に介助できているので業務改善に繋がってい
る。

　※介護時間の短縮、直接・間接負担の軽減効果、介護従事者（利用者）の満足度等、日々の利用状況が確認できる日誌等の活用や定点観測情報に基づいて具
体的に記載すること。

　※介護ロボットの機能に関すること、使い勝手に関することなど具体的に記載すること。

介護時間の短縮 業務の効率化

その他

身体的負担の軽減 心理的負担の軽減



※1年目の提出時には下記も作成してください

【介護ロボット使用状況の写真】
　※実際にベッドや居室に整備した写真、介護ロボットの使用状況の写真を添付。ホームページに掲載しますのでプライバシーの保護に十分配慮してください。

【介護ロボット本体の写真】
　※介護ロボットの形状がわかる写真を添付、行の大きさは変更して構いません



(別添)様式第７号（第11条関係）

　①達成項目（複数選択可）

（ ）

　②達成内容

　※介護ロボット導入により達成すべき目標（３年間目処）がどの程度達成できたのかについて、数値指標を用いて記載すること。

　※日々の利用状況等が確認できる日誌等を活用して、具体的に記載すること。

令和5年　3月　10日 2台

社会福祉法人　麗峰会

介護ロボット導入効果報告書

事業主体名（法人名等） 介護サービス事業所名 介護サービスの種別

住 所

理事長　　中真　靖

那覇市辻2-27-1

社会福祉法人　麗峰会

（　１年目　　２年目　　３年目　　最終　）

　　　令和　４　年度に導入した介護ロボットについて、導入効果を報告します。

令和　5年　4月　28日

移乗サポートロボットHug T1-02

【目標の達成状況】

Hugを使用した入居者様４名の内、上半身に骨折等の既往歴ある方２名は、痛み等あり、Hugの使用
を続行することは出来なかったのですが、他２名に関しては、Hugを導入したことで介護員１名での
介助となり、介護員1名の減となりました。さらに介助量も軽減されました。総体的には職員の身体
的負担の軽減及び業務の効率化へと繋がりました。

沖縄県知事 様

代 表 者 職 氏 名

事 業 主 体 名

導入時期 導入台(セット)数 購入日 リース・レンタルの契約期間

年　　月　　日から
年　　月　　日まで

介護老人福祉施設　沖縄一条
園

介護老人福祉施設

介護ロボットの種別 介護ロボットの製品名

令和5年　3月　10日

移乗介護

【介護ロボットの不都合な点の課題】

操作の慣れやHugの対象となる入居者様の範囲を広げること等が、現時点における課題です。

【介護ロボットの使用状況（使用する業務・使用頻度等）】

導入した移乗サポートロボットHugは、トイレ誘導時に二人介助が必要で、かつ協力動作が得られ、
身体機能が保たれている入居者様４名に使用しました。（※Hugに身体を寄せる、肩関節90度、肩外
転90度、膝伸展-20度程度の肩関節可動域が必要）

【介護ロボットの導入効果（使用する業務・使用頻度等）】

１．導入前より身体的負担が減っている（75％）
２．介助時の不安が減った（75％）
３．業務改善に繋がっている実感がある（75％）

　※介護時間の短縮、直接・間接負担の軽減効果、介護従事者（利用者）の満足度等、日々の利用状況が確認できる日誌等の活用や定点観測情報に基づいて具
体的に記載すること。

　※介護ロボットの機能に関すること、使い勝手に関することなど具体的に記載すること。

介護時間の短縮 業務の効率化

その他

身体的負担の軽減 心理的負担の軽減



※1年目の提出時には下記も作成してください

【介護ロボット使用状況の写真】
　※実際にベッドや居室に整備した写真、介護ロボットの使用状況の写真を添付。ホームページに掲載しますのでプライバシーの保護に十分配慮してください。

【介護ロボット本体の写真】
　※介護ロボットの形状がわかる写真を添付、行の大きさは変更して構いません


